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２月２５日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 昨日の朝はいつもより大変寒いなと思って窓を見
ましたら、久々に雪が積もっておりました。二上山や
葛城山はそこそこの雪化粧で、自宅周辺の通行に
は何ら支障がなかったんですけれども、毎年のことと
はいえ、雪国は大変です。奈良で良かったなと改め
て思いました。 
 さて、２０２２年２月に始まりましたウクライナ戦争は、
あれから３年が経ってしまいました。石油やガスがど
れほど大切であったかということが改めてあらわにな
りました。結局のところ、西側諸国がロシアに対して
制裁をかけたわけですが、それはブーメランのごとく
返り討ちに合って、それでヨーロッパはヒイヒイ言っ
ているわけであります。 
 当時、ＳＤＧｓだの環境エネルギーだの、声高に先
頭を切っていたあのドイツが、今や石炭をかき集め
て、それを燃やして電気を作って暖を取っている有
り様です。ＣＯ２最大排出国の中国やインド、ＥＵは
期限内にパリ協定、２０３５年度、ＣＯ２目標の策定案
を出していないし、アメリカは離脱の予定であるとい
うことです。表向きの環境への負荷、メッキがはげて、
西側諸国の単なる環境ビジネスではないかとも思わ
れます。 
 あんなに大きな声で叫んでいた、一部、環境エネ
ルギーについてのＳＤＧｓって、一体何だったのでし
ょうか。しかし、この戦争で石油やＬＮＧが一番コス
パの良いエネルギーだと世界が再び認識し始めま
した。そして、アメリカもヨーロッパもＥＶ車万能では
なく、ハイブリッド、水素、またはＰＨＥＶなど、適材適
所での環境車が求められることに気づき始めていま
す。 
 ちなみに日本は石炭やガスによる発電は３０％ほ
どですが、中国は発電の６０％を石炭火力で賄って
います。要するにＥＶを強力に推し進めても、ＣＯ２を
出す石炭火力に頼っているわけで、これではほとん

ど意味をなさないと思います。世界でのＣＯ２排出割
合は、中国が３１％、日本は３％であります。 
 近い将来、充電時間が短く、航続距離が長く、そし
て発火しにくい、全固体電池を搭載した車が発売さ
れると思います。しかし、今の今は種々の問題を抱
えているのが現状であり、残念ながら政府は真の国
益とは何かを真剣に考えて、政策の舵取りをしてい
ただきたいと心から願っております。 
幹 事 報 告 
◎令和６年１１月２２日にご逝去されました、故林田
壽昭会員のお別れの会を、３月３日（月）１１時３０分
から１３時スイスホテル南海大阪にて行います。本日、
ご出席の方に案内状をポスティングしております。 
◎脇本会員増強委員長にご尽力いただいた会員増
強パンフレットが仕上がっております。各地区の情
報集会で、ご案内、配付申し上げますので、よろしく
お願い申し上げます。 
◎第９回定例理事会のご案内 
 ３月４日（火）１１時３０分から本会館４階にて 
ゲ ス ト 
服部博明様 （みなと銀行取締役会長 卓話講師） 
川上和也様 （みなと銀行地域戦略部グループリーダー） 
誕 生 日 祝 
西田陽昭会員( 2月28日)村井善治会員( 2月28日) 
山田幸雄会員( 2月28日)酒本良司会員( 3月 1日) 
竹村惠史会員( 3月 2日)下村敏博会員( 3月 3日) 
結 婚 記 念 日 祝 
堀川巳清会員( 2月25日)一ノ坪英二会員( 2月25日) 
瀧本栄一会員( 2月26日)寺田俊彦会員( 3月 3日) 
創 業 記 念 日 祝 
田中康正会員( 3月 1日)吉岡弘修会員( 3月 １日) 
吉岡寛人会員( 3月 2日)平岡雄一郎会員( 3月 3日) 
委員会報告及びその他報告 
〇プログラム委員会  鵜山洋子委員長 
 改めてプログラム委員会からお願いがございます。
卓話のスケジュールもまだまだ続く中、最大級の敬
意と品格を持ってお迎えしたいと努力しております。
ぜひ皆さんの誠意とお気持ちを結集してお迎えでき
るよう、ご協力の程よろしくお願いいたします。 
〇社会奉仕委員会  吉岡弘修委員長 
 本日例会終了後に第３回社会奉仕委員会を開催
いたしますので、委員の方はお残りください。 
〇ロータリー情報委員会  牧浦  徹委員長 
 ３月２日（日）１３時３０分より地区職業奉仕委員会
の講演会が行われます。それに先立って昼食会を
開催いたします。ご案内の京都行き特急の時間が
間違っておりました。神宮前が１１時７分、大和八木
が１１時１１分、京都１２時着です。各自特急券・乗車
券をお買い求めいただきますので、お間違いのな

 
「人類学と教育と私」 
  大学講師 比較教育学・人類学者 
             高藤三千代 様 
 

本日の例会 (３月４日) 

 
「奈良大宮ＲＣ周年記念事業の 
           テーマについて」         
   奈良大宮ＲＣ直前会長 植村将史 様 

次回の例会 (３月１１日) 



いようにお願いいたします。 
〇香芝地区情報集会  垣本喜己世話人 
 本日、卯之庵で１７時から情報集会を行いますの
で、よろしくご参加の程お願い申し上げます。 
ニ コ ニ コ 箱 
・本日の卓話は、長年地域に根差した活性化に尽
力を費やされました、みなと銀行の会長服部様をお
迎えしての卓話です。大変楽しみにしております。 
 池木啓仁会員 
・服部博明様、ようこそ当クラブへ。卓話よろしくお願
いいたします。 丸野正徳会員 
・服部さん、お久しぶりです。ようこそ大和高田ＲＣへ。
今日はよろしくお願いいたします。 木下庄司会員 
・服部様をお迎えして。卓話楽しみにしております。 
 中井謙之会員 
・昨日、大阪マラソンに出場しました。風が強く、雪
が舞う寒い中ですが、完走できました。 
 林  輝一会員 
・誕生日祝をいただいて。 
 竹村惠史会員 村井善治会員 酒本良司会員 
卓話「ＳＤＧｓを軸とした地域活性化」 
   ㈱みなと銀行 取締役会長 服部博明 様 

 私は兵庫県に生まれて、関西
学院大学を卒業後、太陽神戸銀
行に入行いたしました。その後、
三井銀行と一緒になってさくら銀
行になり、次はさくら銀行と住友
銀行とが一緒になって、今の三
井住友銀行になりました。 

 この２回の合併の際、いずれもたまたま本部におり
まして、特にさくらと住友が一緒になるときには、さく
ら側の合併推進局の事務局長をしておりました。 
 皆さんは経営統合や合併の経験はございますで
しょうか。もう大変なんです。ですので、先日、日産と
ホンダの経営統合の話が御破算になったというのは、
ある意味当たり前のような気がいたします。 
 銀行の合併で一番もめるのは支店の統合です。
一つのまちに２つ支店があると、どちらを残すのか、
どちらの支店がお客様を担当するのかで大もめにな
ります。延々と結論が出ないので、最後は経営のトッ
プに投げることになります。こういった修羅場を乗り
切れたのも、中高時代に柔道部で鍛えられたからか
なと思います。 
 その後、ＳＭＢＣの子会社であったみなと銀行に出
向のような形で参りましたが、今度はそのみなと銀行
がりそなグループに売却されて、りそなグループに
移ることになりました。 
 ２０１８年にＳＭＢＣがみなと銀行と関西アーバン銀
行をりそな銀行に売却し、関西みらいフィナンシャル
グループができました。そして、近畿大阪と関西ア
ーバン銀行が一緒になって、関西みらい銀行になり
ました。このときに、何でみなと銀行だけが単独で残
ろうとするのだと、ものすごくもめました。ＳＭＢＣから
も、りそなからも、関西アーバンからも、一緒になる
べきだと随分と言われました。しかし、私は頑として、
みなと銀行は単独で残ると主張しました。 
 なぜこだわったかと言うと、神戸市から地銀がなく
なってしまうからです。大阪に本店ができて、神戸が
支店とか支部になってしまうと、お客さんに迷惑をか
けてしまうだろうと考えました。近畿の地銀の業績の
中では、みなと銀行単体では４６億円と利益が一番
小さいのです。それでも、一番小さくてもいいと。筋
肉質であって、経営理念として、兵庫県の地域の皆 
 
 
 
 

様とともに歩みたい。地域、お客様、行員のことを考
えて、絶対に単独で残るということで我を通しました。
結果として認めていただき、本当に良かったと思っ
ております。 
 兵庫県は、県内総生産、ＧＤＰが全国で６位、製造
品出荷額は全国で５位です。ですので、よく物づくり
県と言われます。あと、意外と知られていないのが農
業とか漁業です。これは近畿圏で一番です。これは、
兵庫県が摂津、播磨、淡路、但馬、丹波という５つの
エリアから構成され、経営資源でも観光資源でも非
常に多様性に富んだ県だからです。 
 ただ、人口減少に歯止めがかかりません。そして、
人手不足です。兵庫県の場合は、４７都道府県で転
出がワースト２位です。外国人を入れても３位です。
中でも２０代女性の転出が多く、大学は兵庫県で学
んでも就職は他県でするという人が多いです。全体
として、地元の就職率は３割を切ってしまっています。 
 こういう課題を抱えていますので、銀行も預金を集
めて融資するだけという時代ではありません。どうや
って地域を活性化していくのか、お客様の事業承継
や再生案件に関わり、個人のお客さんの生活をどう
やって豊かにしていくのかという、コンサルティング
機能が重要になってきております。 
 そこで、我々が５点、注力しておりますのが、地域
産業の振興という仕事づくり、地域に人を呼ぶという
人づくり、地域の賑わいの創出というまちづくり、地
域の未来をサポートする未来づくり、そして地域を応
援する商品を作っていくということです。 
 まず、地域産業振興では、重工業に続くような成
長分野を見つけていこうということで、航空機とか、ロ
ボット、ＡＩ、先端医療などに対し、ファンドを作って
融資をしております。また、スタートアップについて
は兵庫県、神戸市、神戸大学などと一緒に取り組ん
でおります。また、観光については、みなと銀行が単
体で行うもののほかに、他の地銀と一緒にせとうち
観光ファンドを設けて出資しております。 
 次に、地域に人を呼び込むという取組です。なか
なか兵庫県に就職をしてくれません。大学生は親御
さん、特に母親の影響が非常に強くて、どうしても大
きな上場会社や東京、マスコミによく出るような企業
に就職しがちです。ところが、我々兵庫県にも上場
会社は１２０社もありますし、非上場のいい会社もい
っぱいあります。２０１８年から毎年１５社、そういった
会社の社長に登壇をしていただいて、学生に直接
語りかけてもらうという取組を各大学で行っておりま
す。 
 次は、まちづくりですけれども、東京一極集中の国
土形成から多極化を進めるという方針に変わってき
ております。兵庫県においても、神戸市と姫路市だ
けではなく分極化を進めております。例えば淡路島
にはパソナグループがやってきたり、観光開発が進
んでおります。 
 まちを元気にしたり、活性化する、その原動力にな
るのは、やはり地域愛です。地元、企業、母校に対
する愛情を育むことが大切だと思います。兵庫県で
生まれ育った人はもとより、働いている人、住んでい
る人、すべての兵庫県に関わっている人が幸せに
なる豊かなまちづくりを、しっかりと兵庫県の県民銀
行、地域銀行としてやってまいります。 
 私は次年度、神戸ＲＣの会長に就任しますので、
皆様とロータリー活動を通じていろんなところでお会
いできることを楽しみにしております。 
 

 
 
 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
会員 
出席数 

義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

2月 25日 89 58 49 9 0 31 23 0 88.89％ 
2月 18日 89 58 52 6 1 31 25 0 93.98％ 
2月 4日 89 58 49 9 2 31 21 0 91.14％ 

※２月１８日の弁当残数０個を達成しました。引き続きご協力お願いします。 

 


